
シグリッドは、氷属性の強攻エージェントとして前線に立ち、不落の構えを維持しながら長押し派生を育てるこ

とで真価を発揮します。瞬間火力だけを見るのではなく、構えを更新する行動とブレイクの発生時刻をそろえる

ことが、安定したダメージにつながります。

運用の軸は構えの更新と円舞の段階管理

実戦では通常攻撃4段目、強化特殊スキル、回避反撃、支援追撃、連携スキル、終結スキルを状況に応じて使い

分けます。同じ行動だけを繰り返すより、敵の攻撃に合わせて別の更新手段へ切り替えるほうが、不落の構えを

切らしにくくなります。

構えに入った後は通常攻撃の長押しで円舞の型を進めます。1段目と2段目は次の更新行動へつなぐ準備と考

え、最も強い3段目を撃破役が作ったブレイク時間へ合わせましょう。操作に慣れるまではジャストガードを無

理に狙わず、構え更新と3段目到達を優先すると失敗が減ります。

育成はコアと主力攻撃から進める

強化素材が限られている場合は、まずコアスキルを優先します。会心率や攻撃力に関わる効果が伸びるため、装

備厳選が完成していなくても火力を感じやすくなります。次に通常攻撃、連携・終結、特殊スキルの順で整える

と、普段の周回とボス戦の両方に対応しやすくなります。

ディスクの主能力は、4番に会心ダメージ、5番に氷属性ダメージ、6番に攻撃力を置く形が分かりやすい出発点

です。不落の構えによる会心率上昇を前提に、会心率を積みすぎないよう実戦中の数値まで確認してください。

サブ能力では会心ダメージ、攻撃力、必要量までの会心率を重視します。

音動機と心象映画の投資判断

モチーフ音動機は通常攻撃を軸に戦うシグリッドと好相性ですが、最初に確保すべきなのは本体です。汎用の強

攻向け音動機で操作感を試し、長期的に主力として使うと決めてから追加投資する順番なら、ガチャ資源を守り

やすくなります。

心象映画は無凸でも基本の戦闘サイクルが成立します。浅い凸で火力や構え維持を補強できますが、限定キャラ

や復刻を並行して狙う場合は、無凸と既存装備で運用を始めるほうが安全です。を確認しながら、手持ち全体の

不足役割を先に埋めましょう。

編成は撃破と支援を一人ずつ意識する

シグリッドの長所を出しやすいのは、撃破役がブレイクを作り、支援役がバフを整えた後に交代する編成です。

氷属性支援を採用できれば弱点相手への伸びが期待でき、汎用支援でもブレイク中の集中攻撃を強められます。

撃破役が不足している場合は、支援条件を満たしつつサブ火力で隙を補う形から始めても構いません。

シグリッドの装備を安定させる方法

実戦で確認する三つのポイント

1. 不落の構えが切れる前に別の更新行動を使えているか。

2. 円舞3段目と終結スキルをブレイク中へ集められているか。

3. 会心率を過剰にせず、会心ダメージと攻撃力へ配分できているか。

https://manabuy.com/ja/blog/zenless-zone-zero/zzz-sigrid-guide


この三点を守るだけでも、複雑に見えるシグリッドの操作は整理できます。練習では一度にすべてを完璧にしよ

うとせず、構え維持、3段目到達、ブレイク合わせの順に身につけると、安定した氷アタッカーとして活躍させ

やすくなります。


